
（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会中部支部 

「ランドスケープセミナー 2022」開催記録 

日時：令和4年11月18日（金）9：00集合 ～16：35解散 
場所：鞍ヶ池公園（豊田市）、岩ケ池公園（刈谷市） 
出席：20名 
目的：Park-PFIで整備された「鞍ヶ池公園」及び「岩ケ池公園」を訪問し、管理者

や設計者に説明及び案内いただき、現地の状況を実際に確認しながら意見交換

を行い、これからの公園整備や管理の課題などについて多様な視点から確認し

あう。 
 

１．第１部 鞍ヶ池公園の視察 
   事業説明 10：00～11：00 
   講演：大和リース㈱ 片桐 氏 
     民間活力導入事業として、事業のスキームやスケジュールのほか、共

同企業体の組織体制、協力企業による役割分担や整備内容、今後の取り

組みと課題などについて説明を聞きました。維持管理、運営上の苦労や

工夫など、実際に事業に携わってみえる方ならではの話を聞くことがで

きました。 

  現地視察 11：00～12：00 
   案内：大和リース（株） 片桐 氏 
     片桐氏による説明を聞きながら現地視察を行いました。新設された興

味深い施設を実際に確認しながら、鞍ヶ池公園の魅力向上に向けた取組

みを具体的に学びました。 
 
   （ 昼食及び自由行動 12:00～13：30 ） 
 
２．第２部 岩ケ池公園の視察 
   事業説明 14：00～14：30 
   講演：日本工営都市空間（株） 速水 氏 
     刈谷ハイウェイオアシス（高速道路のパーキングエリア）と一体的に整備された岩ケ池公園について、設

計の背景や設計思想、また管理の工夫など、実際に設計に携わった技術者から話を聞くことができました。 
当公園は、国内でもトップクラスの集客力を誇り、大規模遊具や遊園地、大屋根のほか温浴施設もあり、

施設が充実している割りには価格が安いのが魅力とのことでした。 

   現地視察 14：30～15：30 
   案内：日本工営都市空間（株） 速水 氏 
     公園のランドマークとなっている観覧車から公園の全体像を把握した後に、実際に各施設の利用状況を視察

しました。岩ケ池の北側エリアの樹林地は未供用区域となっており、今後の活用が検討されているそうです。 

 

 

 

 

造園CPDプログラム：[単位]3.5 認定番号22-0360 
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参参参加加加者者者ののの集集集合合合写写写真真真   
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